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の耕作放棄率は 15%（6 万 ha）にのぼる（中間農業地と合わせた中山間地では放棄率











































が、図 1、図 2 である。 
 
図 1 「くらしの森」火のエネルギー・ファイアーエコロジーと生業世界への展開＜近山＝里山域＞ 
  
 

















 図 2 の各事業要素は、それぞれに専門的だが、個人や少数集団で企画・実行でき、機
器もハイテク要素を含むが個人で補修できるようなものが多い。全体としてきわめてロー
テクの性格が強い機器と多方面の知識からなる、自立的で持続的なシステムになっている。





















 朽木 FS では、湖西の高島市今津町椋川、湖北の余呉町（2010 年 1 月より長浜市に合
併）を活動先として、次のような取り組みをおこなってきた。 
 
(1) ホトラヤマとカヤダイラの復元（写真 3,4,5） 
シカの食害で丸裸になった、高島市椋川の裸地状の
斜面（幅約 65m、長さ約 80m）において、地主の了
































写真 3 カヤダイラづくり 
写真 4 今北式焼杭器  
写真 5 秋のカヤダイラ実験場 
写真 6 焼畑の伐採の無事を祈る（菅並）
  
ィパル余呉の協力で、8 月 10 日に赤子山スキー場の
草地にスギ枝を持ち込んで焼畑をおこなった。地元お
よび京都大学からの応援で上下 2 箇所、計 20ａほど
















































































から 2 本が大根、1 本が升
田カブラ、3 本が赤倉カブ
ラ、3 本がヤマカブラ 
写真 12 椋川の火入れ地、中央から
手前に灰紫色の牛房野カブ
ラが植えてある 
写真 13 出来上がった水車発電シス
テム。まずは、ホースで水を
かけて発電実験 
  
とわかってきた。一方、下掛け水車は、用水路などにより簡便に設置でき、あまり場所を
選ばない。 
 そういう認識を得て、現在、高島市朽木針畑川上流での設置に向けて取り組んでいる。
上掛け方式に加え下掛け方式でも稼働できるよう改造中である。それに対応して水車によ
る回転動力を、発電だけでなく、精米や製粉など、伝統的な仕掛けにも使えるよう装備す
る。電力は防獣用電気柵や山菜・きのこ栽培のための地下水くみ上げなどに活用の予定で
ある。ローテクとハイテクの山の百姓的組み合わせである。 
